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いかざき大凧合戦で
知っておきたい７つの見どころ

稲月　杏
あんず

珠さん　五十崎小学校６年（豊秋町）

エジソンのような発明家になって

世界中の人を幸せにしたい

　私の夢は発明家になることです。４年生のときに、エジソン
の伝記を読んだのがきっかけです。エジソンの発明は、100年
以上たっても生活に役立っています。私もそんな発明をしたい
です。テレビや新聞を見て、世界では戦争や食糧難で苦しんで
いる人たちがいることを知り、世界中の人たちを助けることが
できる発明をしたいと考えるようになりました。私の発明した
物で、傷つく人のいない幸せな世界になってほしいです。
　学校では、昼休みに友達とサッカーをするのが楽しいです。
はじめは苦手だったけど、何度も挑戦して少しずつできるよう
になりました。外国語の授業も好きです。英語は難しいけど、
ＡＬＴの先生との英会話を頑張っています。発明家になるため
には、失敗しても諦めないことが大切だと思うので、これから
もいろんなことに挑戦し続けたいです。

◉いかざき大凧合戦の会場と
なる豊秋橋から凧博物館まで
の河川敷に、きれいなポピーの
畑ができていました。近くに住
む人が育てたそうで「凧合戦の
日まで花がもったらいいんだ
けれど」と話していました。
　写真は４月16日、昨年度初
節句神事に参加した家族に協
力してもらって撮影。名本聖

きよまさ

斉
くん（1）と薦田奈

な な こ

々子ちゃん
（1）です。祝凧を大切に残して
いるとのことで、一緒に撮らせ
てもらいました。
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Ikazaki Kite Battle festival

The Ikazaki Kite Battle festival has a history of over 400 years, it is the biggest 
traditional event of Uchiko. On both sides of the Oda River, spectators rejoice 
watching over 500 huge kites soaring into the sky! Using kites equipped with 
razorsharp blades called "Gagari" to cut the opponents string, a heroic battle 
unfolds. The event, that takes place on May 5 every year, has been designated 
as Intangible Folk Cultural Asset of Ehime Prefecture.

いかざき大凧合戦で
知っておきたい７つの見どころ

知
っ
と
る
？

毎年５月５日に開かれる「いかざき大凧合戦」――。たくさんのイベント
があり、初めて大凧合戦を見に来た人は、何を見たらいいのか迷うかもし
れません。今回の特集では、そんな人たちでもすぐに「いかざき大凧合戦」
を楽しめるよう、知っておきたい７つの見どころをまとめてみました。当
日までに読めなかった人も、次の開催まで保存してもらえたら幸いです。

特   集



小
田
川
を
挟
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
陣
を
構

え
、
四
斗
樽
の
酒
を
杓し

ゃ
く

で
飲
み
、
鉢
巻

き
、
草
履
の
い
で
た
ち
で
威
勢
よ
く
凧

を
揚
げ
て
、
ガ
ガ
リ
と
呼
ば
れ
る
刃
物

で
相
手
の
糸
を
切
り
合
っ
た
」
と
、
そ

の
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

４
０
０
年
前
と
変
わ
ら
な
い
大
空
を

舞
台
に
、一
年
に
一
度
の
大
凧
合
戦
が
今

年
も
ま
た
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
―
―
。

　

い
い
風
に
乗
る
と
、
ス
ー
っ
と
青

空
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
揚
が
る

五
十
崎
の
凧
―
―
。
縦
１
６
５
㌢
、
横

１
３
５
㌢
と
大
き
い
で
す
が
、
シ
ン
プ

ル
な
作
り
で
軽
く
、
よ
く
揚
が
る
凧
と

し
て
有
名
で
す
。
凧
作
り
の
名
人
・
奥

島
重
利
さ
ん
は「
風
の
少
な
い
盆
地
で
、

よ
く
揚
が
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
凧
。

揚
げ
る
だ
け
な
ら
五
十
崎
の
凧
に
か
な

う
凧
は
な
い
。
良
質
の
和
紙
と
竹
が
あ

４
０
０
年

続
く
、

大
空
と
の
共
演

一

る
か
ら
、
い
い
凧
文
化
が
根
付
い
た
の

だ
ろ
う
」と
話
し
ま
す
。

　

い
か
ざ
き
大
凧
合
戦
の
起
源
は
鎌
倉

時
代
。
男
子
出
生
の
初
節
句
の
祝
い
と

し
て
凧
を
揚
げ
て
い
た
の
が
、
風
の
い

た
ず
ら
で
糸
が
も
つ
れ
合
い
、
合
戦
が

始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
明
治
の

こ
ろ
に
は
凧
喧げ

ん
か嘩（

昔
は
合
戦
と
言
わ

な
か
っ
た
）が
盛
ん
に
な
り
、『
内
子
町

誌
う
ち
こ
時
草
紙
Ⅰ
』に
は「
当
日
は
、
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二

変
わ
ら
ぬ

子
へ
の
思
い
―
―

■
出
世
凧　

　
「
緊
張
し
て
手
が
震
え
る
」。
妻

の
視
線
を
背
中
に
、
筆
で
娘
の
名

前
を
書
き
始
め
た
お
父
さ
ん
が
、

思
わ
ず
声
を
あ
げ
ま
す
。

　

縦
４
㍍
、
横
３
㍍
の
大
凧
に
子

ど
も
の
名
前
を
記
し
て
揚
げ
る

「
出
世
凧
」が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭

和
41
年
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
願
う
神
事
を
行
っ
た
後
、
大

空
高
く
出
世
凧
を
揚
げ
て
、
そ
の

将
来
を
祝
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
珍
し
い
と
い
わ
れ

る「
出
世
凧
」の
名
前
書
き
は
４
月

９
日
、
内
子
町
共
生
館
で
行
わ
れ
、

１
３
６
組
の
家
族
が
参
加
。
書
い

た
名
前
の
横
に
子
ど
も
を
寝
か
せ

て
写
真
を
撮
っ
た
り
、
手
形
を
付

け
た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
念

に
し
て
い
ま
し
た
。
形
は
違
い
ま

す
が
、
子
ど
も
へ
の
思
い
は
凧
喧

嘩
が
始
ま
っ
た
時
代
と
変
わ
ら
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
―
―
。

　

家
族
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
５
統

の
出
世
凧
は
、
大
凧
合
戦
当
日
に

空
高
く
舞
い
上
が
り
ま
す
。

　

三

凧
師
の
技

な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。
他
の
人
で

は
真
似
の
で
き
な
い
、
丁
寧
で
繊
細

な
技
で
伝
統
行
事
を
ず
っ
と
支
え
て

き
ま
し
た
。

　

凧
文
化
を
盛
り
上
げ
て
き
た
奥

島
さ
ん
で
す
が
、
高
齢
の
た
め
、
今

年
を
最
後
に
一
線
を
退
く
そ
う
で

す
。
奥
島
さ
ん
は「
凧
を
揚
げ
て
喜

ぶ
人
々
の
姿
を
見
る
の
が
一
番
だ
っ

た
。
祝
凧
が
家
族
の
い
い
思
い
出
に

な
れ
ば
」と
願
っ
て
い
ま
す
。

■
凧
文
化
を
支
え
て
き
た
技　

　

地
元
で
凧
名
人
と
呼
ば
れ
る
奥
島

重
利
さ
ん
は
、
12
歳
の
こ
ろ
か
ら
70

年
以
上
、凧
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

下
駄
職
人
だ
っ
た
父
親
の
影
響
も
あ

り
、
ナ
イ
フ
を
遊
び
道
具
に
し
て
凧

だ
け
で
な
く
飛
行
機
な
ど
の
模
型
を

た
く
さ
ん
作
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

奥
島
さ
ん
は
退
職
後
、
い
か
ざ
き

大
凧
合
戦
の
凧
作
り
を
引
き
受
け
、

出
世
凧
や
初
節
句
用
の
小
さ
な
祝
凧

1_自宅で作業をする奥島さん　2_ナ
イフを使ってカンナのように竹を削る
3_右が削る前の竹ひご。左が奥島さん
が削った竹ひご　4_初節句のミニ凧
用に書いた凧文字の下書き　5_縦27
㌢、横23㌢の祝凧。精密な作りに驚く

1

2

３

４

５
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年
。
11
年
に
は
高
さ
20
メ
ー
ト
ル
、
25

秒
間
の
凧
上
げ
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

上
田
会
長
は「
昔
の
百
畳
凧
に
比
べ

る
と
か
な
り
軽
く
な
っ
た
。
今
は
軽
さ

よ
り
も
強
度
を
保
つ
工
夫
を
し
て
い

る
。
今
年
は
一
番
上
の
横
骨
を
変
え
て
、

し
な
や
か
な
凧
に
な
っ
た
。
危
険
な
揚

げ
方
を
し
な
い
こ
と
が
大
切
だ
が
、
観

客
に
喜
ん
で
も
ら
え
よ
う
10
～
20
㍍
の

浮
遊
を
目
指
す
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　

百
畳
の
凧
揚
げ
に
挑
戦
す
る
の
は
、

内
子
百
畳
凧
愛
好
会（
上
田
光み

つ
あ
き明

会
長
）

で
す
。
そ
の
前
身
は
昭
和
56
年
に
発
足

し
た
上
町
郷
土
玩
具
研
究
会
で
、
当
初

は
観
光
の
土
産
用
に
ミ
ニ
凧
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
昭
和
60
年
に
30
畳
の
大

凧
を
初
め
て
制
作
し
、
高
さ
30
メ
ー
ト

ル
、
５
分
間
揚
げ
る
な
ど
、
数
々
の
大

凧
揚
げ
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
百
畳
凧

上
げ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
の
は
平
成
９

飛
ぶ
か
、百
畳
凧

四

大
凧
出
世
太
鼓

五

　
「
力
い
っ
ぱ
い
叩
い
て
、
合
戦
前

の
雰
囲
気
を
つ
く
り
た
い
」
と
話

す
の
は
、
大
凧
出
世
太
鼓
保
存
会

の
メ
ン
バ
ー
・
福
積
秀
樹
さ
ん
。

大
凧
出
世
太
鼓
は
宮
太
鼓
６
～
８

台
と
締
太
鼓
２
台
で
、
大
空
を
乱

舞
す
る
大
凧
を
表
現
し
、
出
陣
す

る
人
々
を
鼓
舞
す
る
太
鼓
で
す
。

　

曲
は
一
統
ず
つ
凧
が
空
へ
揚

が
っ
て
い
く
様
子
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
凧
が
勢
揃
い
す
る
と
合
戦
が

始
ま
り
大
空
を
乱
舞
―
―
。
次
々

と
凧
が
切
り
落
と
さ
れ
、
残
っ
た

２
統
が
激
し
い
戦
い
を
繰
り
広

げ
、
勝
敗
を
決
め
ま
す
。
最
後
は

全
て
の
凧
が
仲
良
く
舞
い
上
が

り
、
曲
を
締
め
く
く
り
ま
す
。

　

福
積
さ
ん
は「
バ
チ
を
回
し
た

後
に
、
凧
上
げ
を
す
る
人
の
ポ
ー

ズ
を
と
る
の
が
特
徴
。
終
盤
に
両

端
の
太
鼓
が
乱
れ
打
ち
で
競
う

の
で
、
拍
手
で
盛
り
上
げ
て
ほ
し

い
」と
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
当
日
は
、
内
子
高
校
郷
土

芸
能
部
が
大
凧
出
世
太
鼓
を
ア
レ

ン
ジ
し
た
曲
を
演
奏
。
威
勢
の
い

い
太
鼓
で
、
保
存
会
と
共
に
会
場

と
合
戦
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

■
合
戦
を
彩
る
巨
大
凧
と
伝
統
芸
能

大凧出世凧保存会

（左）福積秀
ひ で き

樹さん（右）沼井義
よしあき

章会長

1_内子百畳凧愛好会のメンバーなど約20人で百畳凧
を制作。紙を動かすだけで多くの人が必要　2_色塗り
が終了。この後「根付け」という重要な作業をする

1

2
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六

凧
踊
り

　

昭
和
34
年
に
五
十
崎
商
店
街
有
志

が
徳
島
県
で
鳴
門
の
踊
り
を
習
い
、

そ
れ
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
踊
っ
た
の
が

凧
お
ど
り（
旧
作
凧
お
ど
り
）
の
始

ま
り
で
す
。
凧
合
戦
の
激
し
い
空
中

戦
を
ユ
ニ
ー
ク
な
動
き
で
表
現
し
た

も
の
で
、
凧
役
と
綱
の
引
き
手
役
の

２
人
１
組
で
踊
り
ま
す
。

　

見
ど
こ
ろ
は
、
凧
と
引
き
手
の
息

が
絶
妙
に
合
っ
た
所
作
。
風
の
向
き

や
凧
上
げ
の
上
手
い
下
手
が
わ
か
る

よ
う
工
夫
し
て
い
る
の
で
、
細
か
い

動
き
や
仕
草
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　

凧
踊
り
に
は
も
う
一
つ
、
主
に
女

性
が
踊
る「
新
作
凧
踊
り
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
ち
ら
は
有
志
や
五
十
崎
中

学
校
の

女
子
生
徒
、
同

中
学
校
の
保
護
者
な
ど

が
踊
り
ま
す
。
中
学
生
は
衣
装
や
振

り
付
け
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
ク
ラ
ス

マ
ッ
チ
形
式
で
、
そ
の
出
来
栄
え
を

競
い
ま
す
。

　

宮
㟢
哲
二
会
長
は「
新
作
凧
踊
り

も
私
た
ち
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
承
し

て
い
る
。
雰
囲
気
が
全
く
違
う
の
で

旧
作
と
新
作
の
凧
踊
り
の
違
い
も
見

て
ほ
し
い
」と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

写真：28年度フォトコンテスト入賞作品

旧作凧踊り。糸があるかのような動きに注目

凧おどり保存会

（左）松岡三
み え こ

枝子さん（右）宮﨑哲
て つ じ

二会長

五十崎中の生徒が「蒼
そうりゅう

龍」と「紅
こうおう

鷹」に別
れて対抗戦を行います。男子は凧合戦

（10時頃～）、女子は凧踊り（11時頃～）
で競います。生徒たちが伝統を受け継ぐ
姿をぜひご覧ください。

■中学生の凧行事も同時開催

2017. 5   広報うちこ  7



五
十
崎
の
男
を

熱
く
す
る
―
―

年
に
１
度
の
大
凧
合
戦■

凧
合
戦
１
カ
月
前
の
五
十
崎　

　

 

「
４
月
に
な
る
と
、
そ
わ
そ
わ
し

て
く
る
」と
い
う
五
十
崎
地
域
の
男

性
の
皆
さ
ん
―
―
。
年
１
回
の
大
凧

合
戦
の
日
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
じ

わ
じ
わ
と
凧
上
げ
へ
の
思
い
が
込
み

上
げ
て
く
る
そ
う
で
す
。
地
域
の
集

会
所
に
集
ま
り
、
み
ん
な
で
凧
を
作

り
な
が
ら
作
戦
を
考
え
た
り
、
根
付

け
を
調
整
し
た
り
す
る
の
が
楽
し
み

の
一
つ
。
子
ど
も
の
よ
う
に
凧
談
義

に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

■
迫
力
の
凧
喧
嘩

　

凧
合
戦
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
昭
和
41
年
に
観
光
協
会
が
発
足

し
た
後
か
ら
の
こ
と
。
そ
れ
ま
で
は

凧
喧
嘩
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
荒
々
し

か
っ
た
よ
う
で
す
。
観
衆
も
熱
く
な

り
、
凧
糸
が
切
れ
る
た
び
に「
や
ん

七

　昨年度は優勝を逃したので、今年はさらに燃えて
います。詳しい作戦は秘密ですが、素早く相手の凧
糸が切れる位置に入り込み、とにかく走るのがコツ
です。そして東沖自治会の若いもんは、川に向かっ
て走るのがお約束。糸を絡めた東沖の若者を見つけ
たら「川へ走れー」と叫んでください。
　目立つプレーで、いかに審査員や観客に目を向け
てもらえるかも重要。全力で合戦を盛り上げて上位
に入賞したいです。応援よろしくお願いします。

東沖自治会の皆さん

目立つプレーで上位入賞したい

参加者に聞きました

　　　　　　　　ガガリ

凧糸に仕込む刃物。くぼん
だ部分が鋭利になっている。
ここに相手の凧糸を引っか
けて、切り合う。先に切られ
た方が負けとなる。
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よ
ー
」
と
勝
ち
ど
き
を
上
げ
、
天
神

側
と
五
十
崎
側
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
に

な
っ
て
合
戦
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し

た
。
凧
糸
を
切
る
の
に
何
か
不
自
然

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
川
を
挟
ん
で
罵

声
の
浴
び
せ
合
い
や
石
の
投
げ
合
い

に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

■
巧
み
な
糸
さ
ば
き
に
注
目

　

今
の
凧
合
戦
の
主
な
ル
ー
ル
は
、

糸
を
切
っ
た
チ
ー
ム
に
２
点
、
切
ら

れ
た
チ
ー
ム
に
１
点
が
与
え
ら
れ
、

そ
の
得
点
を
競
い
ま
す
。
地
元
チ
ー

ム
に
は
培
っ
て
き
た
技
術
が
あ
り
、

根
付
け
や
弓
は
り
の
仕
方
で
凧
の
動

き
を
変
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
糸
を

引
っ
張
る
と
、
大
き
く
右
に
曲
が
る

よ
う
に
し
て
、
相
手
の
凧
糸
に
絡
み

つ
け
る
な
ど
、
地
域
ご
と
の
作
戦
が

あ
る
そ
う
で
す
。
凧
糸
を
切
ら
れ
そ

う
な
と
き
は
糸
を
緩
め
て
逃
げ
る
技

も
あ
り
、
巧
み
な
糸
さ
ば
き
も
見
ど

こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
参
加
す
る
楽
し
さ
も
―
―

　

五
十
崎
大
凧
合
戦
実
行
員
会
の
髙

倉
眞し

ん
い
ち一
実
行
委
員
長
は「
見
ど
こ
ろ

は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
参
加
し
て
体

験
す
る
こ
と
が
一
番
の
楽
し
さ
。
百

畳
凧
は
自
由
参
加
、
１
０
０
０
円
の

貸
凧
も
あ
る
の
で
、
五
十
崎
の
男
た

ち
が
な
ぜ
凧
揚
げ
に
熱
中
す
る
の
か

を
体
感
し
て
ほ
し
い
」と
笑
顔
で
呼

び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　28年度の凧合戦で優勝しました。とにかく凧を
たくさん揚げたことが、大きな勝因だったと思いま
す。落とされてもいいので、勝負することが大切。
そのために、常に凧を揚げ続ける体力が必要です。
　今年も優勝を高々と宣言したいところですが、昨
年の主力メンバーが新チームにごっそりと引き抜か
れ、急激な弱体化に悩んでいます。「2016王者」の看
板で相手を挑発し、戦いに参加することで得点を稼
ぎたいです。上位目指して頑張ります。

1_数百統の大凧が合戦を繰り広げる　2_勢い
余って川に飛び込む合戦の参加者。水しぶきと歓
声が上がる　3_悠々と空を舞う大凧と対照的に、
河川敷は大混戦。巧みな糸さばきにも注目

2

３

１

中央自治会の皆さん

「2016王者」の看板を背負って頑張る

2017. 5   広報うちこ  9
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●語句の説明

[歳出 ]
性質別分類  経済的性質を基準とした分類。義務的経

費・投資的経費・その他に分けられる
義務的経費  町の運営のために必ず支払わなければな

らないお金
投資的経費  施設や道路整備など、生活基盤を整える

ために使うお金
扶助費  社会保障制度の一環として、現金や物品 

などを支給する費用
公債費 借入金の返済にかかる費用
物件費 消耗品や業務委託料など
繰出金 一般会計から特別会計などへ繰り出すお金

[歳入 ]
自主財源 町が自主的に集められるお金
依存財源 国や県から交付されるお金や町債
町税 町に納める税金（町民税、固定資産税など）
繰入金 基金などから一般会計に繰り入れるお金
地方交付税  全ての市町村が一定の行政サービスを行

えるように国が交付するお金
国庫支出金 町が行う事業に対して国が交付するお金
県支出金 町が行う事業に対して県が交付するお金
町債 借入金のうち長期にわたり返済するもの
地方譲与税  国税として集め、全部または一部が市町

村に譲与されるお金

まちの予算

29年度一般会計は

95.2億円
（前年度比６．６㌫増）

●一般会計の当初予算額の推移

92.0億円

98.7億円

93.8億円

89.3億円

　

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
な
ど

の
財
源
に
あ
て
る
た
め
、
公
共
施

設
整
備
や
地
域
福
祉
な
ど
各
基
金

か
ら
７
億
４
８
３
５
万
円
の
繰
入

を
計
上
。
寄
付
金
な
ど
を
含
ん
だ

「
繰
入
金
他
」
が
53
・
２
㌫
増
額
の

11
億
２
７
３
２
万
円
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
財
源
不
足
分
に
臨
時
財

政
対
策
債
２
億
８
０
０
０
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

基
金
や
町
債
で
予
算
を
確
保

自主財
源

依存財源

歳入

1,421,996千円
200,000千円
繰越金

町税

（+1.7%）
（0.0%）

（+53.2%）

（▲ 2.7%）

地方譲与税他

643,057千円

549,103千円

県支出金

国庫支出金

4,830,000千円

繰入金他

459,120千円
（▲0.3%）

（+5.0%）

1,127,324千円

地方交付税

町債 289,400千円
（▲ 12.3%）

（　）は前年度比

（+0.3%）

　29年度当初予算が３月議会定例会で可決されまし
た。一般会計予算は95億2,000万円で、28年度と比べ
て５億9,000万円（6.6㌫）増加しました。
　内子町総合計画に掲げた「プロジェクト10」の推進
や緊急性の高い事業に重点をおき、予算を編成しまし
た。その概要をお知らせします。

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

95.2億
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歳
出
は
、
義
務
的
経
費
の
う
ち
、

人
件
費
が
職
員
数
の
減
少
に
よ
り

４
８
３
０
万
円（
28
年
度
比
２
・
７

㌫
）、
公
債
費
が
地
方
債
残
高
の
減

少
に
よ
り
６
６
２
８
万
円（
同
５
・

５
㌫
）減
少
し
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
の
う
ち
普
通
建
設
事

業
費
は
、
大
瀬
小
学
校
プ
ー
ル
改
修

工
事
、
五
十
崎
小
学
校
体
育
館
床
改

修
工
事
の
新
規
事
業
が
あ
る
一
方

で
、
大
瀬
中
学
校
屋
根
改
修
工
事
、

立
川
小
学
校
浄
化
槽
工
事
な
ど
が
終

了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
３
２
６
５
万

円（
同
４
・
９
㌫
）減
少
し
て
い
ま
す
。

義
務
的
経
費
を
削
減

29年度企業会計（水道事業）予算額

　

歳
入
の
う
ち
、
自
主
財
源
は
27
億

４
９
３
２
万
円（
28
・
９
㌫
）、
依
存

財
源
は
67
億
７
０
６
８
万
円（
71
・

１
㌫
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

義務
的
経
費

投資
的

経費

そ
の
他

歳出

1,770,742千円
人件費

扶助費

（▲ 2.7%）

（▲ 5.5%）

公債費

（+1.8%）

1,134,742千円

642,906千円
普通建設事業費など

753,688千円

（+36.4%）
2,564,226千円

補助費等

（+4.7%）
1,497,752千円
物件費

（▲5.4%）

繰出金

344,063千円
その他

（+22.5%）

（▲ 9.8%）
811,881千円

※性質的分類の歳出額

　

主
な
事
業
は
情
報
通
信
基
盤
整
備

や
子
ど
も
医
療
助
成
費
な
ど（
下
表

参
照
）で
、選
択
と
集
中
に
よ
り
、
最

少
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
効
果
を
発
揮

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
健
全
な

財
政
を
保
ち
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
10
を
実
現
す
る
弾
力
的
な
財
政
体

質
を
確
立
し
、
町
民
・
団
体
・
企
業

の
皆
さ
ん
と
共
に
、内
子
ら
し
い
町
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

選
択
と
集
中
の
ま
ち
づ
く
り

●当初予算の主な事業
〈防災対策〉

継 木造住宅耐震改修事業補助 7,400
継 情報通信基盤整備補助金 510,000
新 大瀬４部詰所改修工事設計委託 962

〈小規模・高齢化集落対策〉
継 デマンド・バス運行事業 12,228

〈観光振興対策〉
新 歴史的風致維持向上計画作成事業 10,050

〈医療対策〉
継 子ども医療助成費 53,944

〈子育て支援対策〉
継 子ども放課後週末活動費 7,878

〈農林業振興対策〉
継 町産材利用木造住宅建築促進事業補助 7,000

〈地域経済活性化対策〉
継 創業・起業支援事業補助 1,000
継 町産品販路開拓支援助成 2,500

〈教育振興対策〉
新 大瀬小学校プール改修工事 33,232
新 五十崎小学校体育館床改修工事 25,272

〈その他対策〉
継 愛媛国体関連経費 189,247

単位：千円

継  ……継続事業　新  ……新規事業

29年度特別会計予算額

※公共下水道事業特別会計は、企業会計へ移行します。

29年度 28 年度 増減率
特別会計 5,541,338 5,884,014 ▲ 5.8
小田高校寄宿舎 13,209 11,884 11.1
国民健康保険事業 2,763,442 2,842,319 ▲ 2.8   
後期高齢者医療保険事業 222,020  231,944 ▲ 4.3 
介護保険事業 2,525,000 2,496,000 1.2    
介護保険サービス事業 17,667 16,555 6.7
公共下水道事業 0 285,312 ▲ 100.0

29年度 28 年度 増減率
収益的収支（収入）　 464,608 470,135 ▲ 1.2
収益的収支（支出） 439,943 436,963 0.7
資本的収支（収入） 646,022  724,377 ▲ 10.8 
資本的収支（支出） 912,029 929,142 ▲ 1.8    

29年度 28 年度 増減率
収益的収支（収入）　 285,378 0 皆増
収益的収支（支出） 285,378 0 皆増
資本的収支（収入） 84,912 0 皆増
資本的収支（支出） 149,005 0 皆増

29年度企業会計（下水道事業）予算額

単位：千円・％ 単位：千円・％

単位：千円・％
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最優秀賞は『美田～心受け継ぐ～』
第２回内子町フォトコンテスト

　
「
第
２
回
内
子
町
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」（
同
実
行
委
員

会
主
催
、
大
西
啓け

い
す
け介

会
長
）

の
表
彰
式
が
３
月
29
日
、
内

子
町
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
内
子
町
の
自

然
・
風
景
・
文
化
。
１
１
８

点
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀

賞
を
は
じ
め
と
し
た
15
点
が

入
賞
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
を
務
め
た
写
真

家
・
関
口
照て

る
お生
さ
ん
は「
力

作
揃
い
で
、
ど
れ
を
最
優
秀

賞
に
す
る
か
悩
ん
だ
。
小
さ

な
町
だ
け
れ
ど
、
魅
力
的
な

被
写
体
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

入
賞
作
品
は
角
度
、
天
候
、

光
の
変
化
を
上
手
に
使
い
、

ま
ち
の
魅
力
を
さ
ら
に
引
き

出
し
て
い
た
」
と
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
岡
田
真ま

み美
さ

ん
＝
松
山
市
＝
の『
美
田
～

心
受
け
継
ぐ
～
』、
審
査
委

員
長
特
別
賞
に
岡
本
一か

ず
し志

さ

ん
＝
伊
予
市
＝
の『
雪
の
屋

根
付
き
橋
』
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
入
賞
作
品
は
５
月
24
日

ま
で
、
内
子
町
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1_最優秀賞を受賞した棚田の写真。構図や色彩など不思
議な魅力が高く評価された　2_モノクロで存在感を強
調した『雪の屋根付き橋』　3_審査委員長特別賞を受賞
した岡本さん（右）に、関口さんから記念品が手渡された

1

2

3

小
田
地
域
で
の
活
動
の
集
大
成
―
―

大
学
生
ら
が
冊
子
と
マ
ッ
プ
を
贈
呈

　

愛
媛
大
学
の
井
口
梓あ

ず
さ

准

教
授
と
学
生
代
表
の
３
人
が

４
月
１
日
、
臼
杵
自
治
会
館

と
小
田
自
治
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
、
冊
子『
臼
杵
の
生
活

文
化
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』50
部

と
４
地
域
の
巨
木
マ
ッ
プ

『
木
々
と
歩
く
』
各
２
０
０

部
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

冊
子
は
、
法
文
学
部
観

光
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス（
観

光
文
化
系
）と
社
会
共
創
学

部
文
化
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ー
ス
の
合
同
チ
ー
ム
が
制

作
。
計
39
人
の
大
学
生
が
４

年
か
け
て
、
お
ね
り
・
獅
子

舞
の
復
活
や
、
年
中
行
事
・

食
文
化
な
ど
の
調
査
に
取
り

組
み
、
臼
杵
地
区
の
貴
重
な

生
活
文
化
を
記
録
し
ま
し

た
。
巨
木
マ
ッ
プ
は
愛
媛
大

学
と「
巨
樹
巨
木
を
想
う
会
」

が
協
力
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

臼
杵
自
治
会
長
の
道
岡

定さ
だ
し
げ茂
さ
ん
は「
冊
子
は
図
書

館
に
設
置
す
る
な
ど
し
て
活

用
し
た
い
。
皆
さ
ん
と
の
活
動

を
思
い
出
し
な
が
ら
頑
張
る

の
で
、い
つ
で
も
来
て
」
と
学

生
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

1_臼杵自治会と愛媛大学の皆さん　2_巨木マップ
を見ながら歓談する学生と地域の皆さん

1

2
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３
月
31
日
付
け
で
行
政
相

談
委
員
を
退
任
し
た
源
田

恒つ
ね
お雄

さ
ん
に
、
総
務
大
臣
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
４
月

11
日
に
町
長
室
で
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

源
田
さ
ん
は
平
成
17
年
か

ら
12
年
間
、
住
民
の
身
近
な

相
談
者
と
し
て
、
住
民
と
行

政
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。
19
年
か
ら
は
愛
媛

行
政
相
談
委
員
協
議
会
の
理

事
、
事
務
局
長
な
ど
を
歴
任

し
、
委
員
活
動
の
発
展
に
尽

力
し
ま
し
た
。
源
田
さ
ん
は

「
難
し
い
案
件
も
あ
っ
た
が
、

国
や
町
の
職
員
に
協
力
し
て

も
ら
い
、
長
年
勤
め
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
感
謝
の
気
持

ち
を
述
べ
ま
し
た
。

愛
媛
行
政
評
価
事
務
所
長
か
ら
源
田
さ

ん（
左
）に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
た

行
政
相
談
業
務
に
尽
力
し
て
12
年
―
―

源
田
恒
雄
さ
ん
に
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

元
気
い
っ
ぱ
い
の
新
１
年
生
１
２
７
人

各
小
学
校
で
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト

　

４
月
10
日
に
内
子
町
内
の

各
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ

れ
、
１
２
７
人
の
新
１
年
生

が
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ

め
国
体
内
子
町
実
行
委
員
会

が
、
１
年
生
全
員
に
同
国
体

の
マ
ス
コ
ッ
ト「
み
き
ゃ
ん
」

の
通
学
帽
子
を
贈
呈
す
る
な

ど
、
多
く
の
関
係
者
が
入
学

を
祝
い
ま
し
た
。

　

立
川
小
学
校
で
は
、
金か

ね
つ
き築

治は
る
み美

校
長
が「
学
校
に
は
宝

物
が
た
く
さ
ん
。
友
だ
ち
や

本
な
ど
の
他
に
も
、
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
も
宝
物
。
一
人

一
人
の
宝
物
を
少
し
ず
つ
増

や
し
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
３
人
の
新
１
年
生
が
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
元
気
に
応
え
ま
し
た
。
ま

た
子
ど
も
た
ち
を
祝
福
す
る

た
め
に
、
み
き
ゃ
ん
が
来
場
。

か
わ
い
い
姿
で
入
学
式
に
花

を
添
え
ま
し
た
。

1_新１年生にみきゃんの通学帽子をかぶせる稲本隆
たかとし

壽
町長　2_先生と保護者もみきゃんと一緒に記念撮影

1

2

交
通
事
故
防
止
の
呼
び
掛
け
に
、多
く
の

運
転
手
が
笑
顔
で
応
え
て
い
た

「
事
故
に
遭
わ
な
い
、起
こ
さ
な
い
」

街
頭
で
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

に
合
わ
せ
て
４
月
10
日
、
内

子
交
番
前
で「
人
の
輪
作
戦

合
同
茶
屋
」
が
行
わ
れ
、
内

子
交
通
安
全
協
会
、
内
子
交

通
安
全
管
理
者
協
議
会
、
大

洲
地
区
防
犯
協
会
な
ど
か
ら

約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

人
の
輪
作
戦
は
自
転
車
や

自
動
車
の
運
転
手
に
、
早
め

の
ラ
イ
ト
を
啓
発
活
動
を
、

交
通
茶
屋
で
は
交
通
安
全
を

呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ
や
手
作

り
豆
入
り
な
ど
の
セ
ッ
ト
、

２
５
０
個
を
配
布
。
参
加
者

は
雨
の
中
、
傘
を
さ
し
な
が

ら「
気
を
つ
け
て
運
転
し
て

く
だ
さ
い
」と
、一
人
一
人
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。
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次々と中山川を泳ぎ始めるこいのぼり

中山川を悠々と泳ぐこいのぼり

住民有志がつくる下立山の春の風物詩

　下立山区の有志 21 人が４月２日、中山川の切岩堰
せき

に
こいのぼりと吹き流し計 28 本を掛け渡しました。
　切岩堰の美しい景観を見てもらおうと 15 年前に取り
組みが始まり、こいのぼりは家庭で使われなくなったも
のを再利用しています。作業に参加した小川浩

ひろし

司さんは
「こいのぼりの泳ぐ姿と一緒に、中山川の水の流れや新
緑を一緒に楽しんでもらえたら」と期待しています。

　今年は桜の開花が遅れ、各地の祭りが順延するなどの影
響がありましたが、石畳地区や野村地区、立石地区など、多
くの会場で春の訪れを待ちわびたイベントが開かれました。
　「石畳東のシダレザクラ祭り」（同実行委員会主催、山本
伸
しんいち

一実行委員長）は４月上旬に行われ、多くの人でにぎわい
ました。名物のそばをエプロン姿で運ぶ小学生のおもてなし
に、訪れた人たちも笑顔の花を咲かせていました。
　４月２日に開かれた「長岡山・四季の詩公園さくらまつり」
（城廻自治会主催、長岡靖

やすひと

人自治会長）では、特設ステージ
の音楽イベントや昔遊びのコーナー、はしご車・白バイの試
乗会などが行われ、多くの家族連れが楽しいひとときを過ご
しました。
　４月中旬頃には各地の桜も見頃を迎え、ようやく本格的な
春の訪れを告げていました。

春の訪れにつぼみと顔がほころぶ

町内各地の名所で桜祭り

1_立石・相野の花を見上げる子どもたち　2_尾首の池の春　3_石畳地区の
そばに舌鼓　4_東のシダレザクラ　5_野村地区の「内子の山里野村桜まつり」

2

３ １

４

５
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祭り限定のおちょこで新酒を味わう来場者

おちょこを片手に新酒と春を楽しむ

「第４回千代の亀酒造新酒まつり」

　創業 301 年を迎えた千代の亀酒造は４月９日、恒例の
「新酒まつり」を開催しました。４種類の新酒の試飲や酒
粕詰め放題の他、地元で活動する漫才コンビ「桃色吐息」
や女性ユニット「Ｗ

ワ ー ブ ル

ａｒｂｌｅ」のライブなどがあり、多く
の来場者でにぎわいました。代表取締役の岡田将

しょうたろう

太朗さ
んは「小田の米など愛媛産にこだわった『媛

え ん ど

人』が人気
だった。今年もおいしい酒ができた」と喜びました。

　内子町大瀬出身の演歌歌手・宮内ひろしさんの『内子
町ふるさとコンサート』が４月16日、内子座で開かれま
した。宮内さんは内子町の情景が歌われる『待っとるけん
な』をはじめ、多数の曲を熱唱。小田出身の三田杏

きょうか

華さん
も登場し、得意の三味線や新曲の『おかげ様で絶好調』な
どを披露しました。郷土が生んだ演歌歌手の共演に、約
500人の観客から温かい拍手が送られていました。

郷土の星が内子座で共演

「内子町ふるさとコンサート」

ふるさとのステージで熱唱した宮内さんと三田さん

興味深そうに商品を見る来場者の皆さん

愛媛県内の職人技が内子町に集結――
「愛媛ＩＫＡＺＡＫＩクラフトフェア2017」

　「愛媛Ｉ
い か ざ き

ＫＡＺＡＫＩクラフトフェア2017」（五十崎商工
連盟匠会主催、成田幸

さ ち こ

子委員長）は４月８・９の両日、
五十崎凧博物館で開かれました。菊間瓦の工芸品や鉄の
インテリアなど、職人技を駆使した作品が多数出展され、
来場者の目を引き付けていました。成田さんは「昔なが
らの技術から生まれた新しい作品が集まった。県内には
素晴らしい職人が大勢いますね」と笑顔で話しました。

　「第 27回川まつり・筏流し」（川登自治会主催、山本哲
てつあき

昭
自治会長）が４月23日、川登地区で開かれ、訪れた約1,000
の人々は筏が悠々と下る小田川の風景を楽しみました。
　数日前の雨で水量が増えていましたが、筏師たちは巧
みな技術で岩や浅瀬を避けながら、うまく筏を流してい
ました。山本会長は「天気が良く、例年以上の人が集ま
り大盛況だった」と喜びました。

連綿と受け継がれる伝統――
晴天の小田川で恒例の「川まつり・筏流し」

民謡に合わせて筏を流す「正調筏流し」
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FROM  ME  TO  YOU

みんなでつないでリレーエッセイ

わが家の一皿
SPECIAL DISH
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①ボウルに小さく切った餅と牛乳
を入れ、600Wで 3分加熱して混
ぜる。②別のボウルにＢを入れ、
白くなるまで混ぜる。③ ②と①を
混ぜ、油を加えて混ぜる。④Ａを
振るい、③を加えゴムベラで混ぜ
る。⑤型にクッキングシートを敷
き、流し込む。⑥170℃に予熱し
たオーブンで40分焼いて完成。

●作り方

矢野　米子さん
＝寺村＝

●作った人

餅ケーキ

切り餅２個／牛乳
100ml ／ Ａ薄力粉
150㌘、ベーキング
パウダー小さじ1/2
杯／ Ｂ砂糖 70㌘、
卵２個／サラダ油
30ml

●材料（６人分）

 船田さん（女性右側）とご家族の皆さん

船
田
　
千ち

な

み波
さ
ん
（
30
） 

 

＝
中
町
＝

　　

　
「
過
去
と
他
人
は
変
え
ら
れ
な

い
。
未
来
と
自
分
は
変
え
ら
れ

る
」
と
、
以
前
友
人
か
ら
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
迷
っ
た
と
き
は

い
つ
も
こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま

す
。

　

私
が
内
子
町
に
来
て
約
二
年
が

た
ち
ま
す
。
当
初
は
慣
れ
な
い
環

境
の
中
、
長
女
の
幼
稚
園
入
園
、

第
三
子
の
出
産
な
ど
新
し
い
こ
と

だ
ら
け
の
日
々
で
し
た
。
私
は
変

化
が
苦
手
な
こ
と
に
加
え
、
新
た

な
人
間
関
係
や
第
三
子
の
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
が
重
な
り
、
マ
イ

ナ
ス
な
こ
と
に
目
を
向
け
が
ち
で

し
た
。
し
か
し
、
友
人
の
言
葉
を

思
い
出
し
プ
ラ
ス
の
こ
と
に
目
を

向
け
る
と
、
些さ

さ
い細
な
こ
と
に
感
謝

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
気
持
ち
も

楽
に
な
り
ま
し
た
。
不
思
議
な
こ

と
に
同
じ
出
来
事
が
起
き
て
も
、

自
分
の
と
ら
え
方
に
よ
っ
て
良
い

よ
う
に
も
悪
い
よ
う
に
も
変
わ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
て
子
ど
も

た
ち
や
旦
那
さ
ん
と
一
緒
に
過
ご

せ
て
い
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
は

な
く
、
旦
那
さ
ん
が
働
い
て
く
れ

て
い
る
事
や
、
両
親
が
支
え
て
く

れ
て
い
る
こ
と
、
家
族
が
元
気
で

い
て
く
れ
る
か
ら
生
活
で
き
て
い

ま
す
。
本
当
に
些さ

さ
い細

な
こ
と
だ
け

ど
、
一
つ
一
つ
感
謝
を
す
る
こ
と

で
、
日
々
の
何
で
も
な
い
事
が
幸

せ
だ
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

う
ま
く
い
か
ず
立
ち
止
ま
っ

た
と
き
は
、
ま
ず「
あ
り
が
と
う
」

と
感
謝
の
気
持
ち
に
目
を
向
け
る

こ
と
で
、
相
手
の
良
い
と
こ
ろ
に

気
付
く
こ
と
が
で
き
、
私
自
身
も

成
長
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

内
子
町
に
来
て
二
年
、
こ
れ
か
ら

の
た
く
さ
ん
の
出
会
い
や
ご
縁
を

大
切
に
し
、
よ
り
幸
せ
な
生
活
を

送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
次
は
、
大
森
裕
子
さ
ん
＝
西
沖
＝

に
お
願
い
し
ま
す
。

感
謝
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おめでとう はじめてのバースデー
HAPPY BIRTHDAY

「はじめてのバースデー」への
掲載案内は、誕生月の前々月上
旬にお送りしています。

ぜひ、応募してください。

宮田　悠
ゆ う か

加ちゃん　西沖

イチゴが大好きです♡　早く歩い
ていちご狩りに行きたいです。

５ .17

重藤　七
な な み

海ちゃん　論田２

お兄ちゃん大好き♡　これからも
たくさん遊んでね！

５ .29

５月に満１歳になる子どもたちを紹介します。

中
野
　
寛か

ん
げ
ん絃

く
ん
　
内
子
19
第
１

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
の
寛
絃
く
ん
♡

み
ん
な
寛
絃
く
ん
が
大
好
き
だ
よ
♡

５ .20

緒
方
　
晶

あ
き
ら

ち
ゃ
ん
　
内
子
21

よ
く
食
べ
、
よ
く
寝
て
、
よ
く
遊
ぶ
!!

元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

５ . ９露
成
　
一い

ち

か華
ち
ゃ
ん
　
富
中

お
調
子
者
の
や
ん
ち
ゃ
姫
。
お
姉
ち
ゃ

ん
の
こ
と
が
大
好
き
で
す
♡

５ .16

　愛媛県子育て支援課が提供する愛
え が お

顔の子育て応
援アプリ「きらきらナビ」
　婚活、妊活、妊娠、子育てまでライフステージ
に応じた最新情報や施設情報がいっぱい。各ス
テージの最新情報がスマートフォンに届きます。
保育園・幼稚園などの施設情報や便利な機能はも
ちろん、掲示板「ひめコミュ」でみんなの体験談
や工夫していることなどを閲覧・共有できます。

　会員登録しなくても無料でアプリを楽しめ
ます。会員登録するとライフステージや子ど
もの年齢に応じた情報が取得できます。ぜひ
ご利用ください。
※Ｇｏｏｇｌｅ Ｐｌａｙ/Ａｐｐ Ｓｔｏｒｅで無料配信中
【問い合わせ】
愛媛県保健福祉部子育て支援課　
☎０８９（９１２）２４１０



内子町の人☆キラリ

TOWN'S  STAR
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宮岡　榮
さかえ

さん（84）貞
さ だ こ

子さん（85）下立山

夫婦二人三脚、桜を植え続けて30年

　「春になったらたくさんの桜を眺めることができ
て幸せ」と自宅の窓から桜を見渡す宮岡榮さん、貞
子さんご夫妻。庭や畑までの道などに、30 年にわ
たり桜を植え続けてきました。
　花が大好きという貞子さんのために、接ぎ木など
で桜を増やしてきた榮さん。「一日中農業をしてい
たので、少しでも楽しみが増えたら」と、これまで
に 500 本もの桜を植えたそうです。ソメイヨシノや
しだれ桜、ヒョウタン桜など、約 1 か月きれいな桜
を楽しめます。「何年も掛けて大きく育つ桜に、自
分たちの人生を重ね合わせることもある。膝丈程し
かなかったのに、今では見上げるほど大きくなった。
わが子のようにかわいい」と笑顔で桜を見つめます。
貞子さんは「ここまで続けられるとは思わなかった。
コツコツと桜を植え続けるうちに、楽しみにしてく
れる人たちもだんだんと増えてきた」と振り返りま
す。最後に二人は「今年も 5 本の桜を植えた。もっ
とたくさんの人に楽しんでもらいたいので、来年は、
ぜひお越しください」と呼び掛けました。

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD

日本の中華料理

外国語指導助手

イーチェン・ショウ
Yichen  Shou

　日本に来る前、母は「中華料理
が食べられないのでさみしくない
か」と心配していました。私は中
国と近いので本場の中華料理を食
べられる店がたくさんあるはずだ
と思いましたが、そうではありま
せんでした。
　日本のマーボー豆腐や餃子は
本 場 の 中 華 料 理 と 似 て い ま す
が、他の料理は似ていません。例
えば、エビチリは四川省の料理、
干
カンシャオシャーレン

焼 蝦 仁が変化したもので、も
との味とは全く違います。さらに
驚くのは天津飯です。天津という
名前が付いているにも関わらず、
天津にも他の中国の地域にもこの
ような料理はありません。
　本場の中華料理と違うからと
いって、おいしくないというわけ

ではありません。ラーメンがその
いい例です。日本のラーメンは独
自の文化と融合し、変化したの
で、中国では日本のラーメンのよ
うなものはありません。
　中国のラーメンは、イスラムか
ら伝わりました。スープとトッピ
ングは牛肉からできていて、麺は
手延べです。一方、日本のラーメ
ンは、さまざまな食材をベースに
したスープがあり、地域によって
麺の食感やトッピングの種類も異
なります。地域のラーメンを食べ
ることは、日本を旅する中で、楽
しみの一つです。
　本場の中華料理が食べたいとき
は自分で料理しますが、大好きな
日本の味噌つけ麺があるので料理
がしたくない日でも大丈夫です。
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①今月のリレーエッセイのタイトルは
　「○○●○」
②「○○●○世代も安全に」高速道路
　利用の説明会
③「郷土の星が○○○●で共演」内子
　町ふるさとコンサート
④木の家は「いいこと」○●○○―内
　子町産材を使って建てた住宅に「最
　大70万円」の補助―
⑤愛媛県内の職人技が内子町に集結―
　「愛媛ＩＫＡＺＡＫＩ○●○○フェ
　ア2017」

「広報うちこ」5月号を読んで、①～⑤
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：５月31日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」７月号

緑のカーテンコンテスト

苗の無料配布

答え「ホワイトデー」　正解数38
•大野　春陽さん　（内子17）
•本田　桐也さん　（内子19第1）
•二上マスミさん　（日之地）
•河内　美子さん　（本村）
•本山　幸恵さん　（鳥越）
•山田千代美さん　（吉野川）
•太田　亜須さん　（大洲市）
•宮内　　操さん　（松山市）
•綿織　優花さん　（兵庫県）
•小野章太郎さん　（大阪府）

●３月号当選者の皆さん

《
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
》

  

第
８
回「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
行
い
ま
す
。
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
と
し
て
毎
年
開
催
し
て

お
り
、
家
庭
や
職
場
な
ど
か
ら
も

応
募
で
き
ま
す
。
最
優
秀
賞
作
品

と
各
部
門
賞
作
品
に
は
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

　

役
場
本
庁（
環
境
政
策
室
）、
内

　

子
分
庁
、
小
田
支
所
、
各
自
治

　

セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る
申

　

込
用
紙
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ

　

さ
い
。

●
応
募
期
間
　
７
月
３
日
（
月
）

　
〜
９
月
29
日
（
金
）

《
苗
を
無
料
配
布
し
ま
す
》

　

今
年
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
Ｎ
Ｐ

Ｏ
サ
ン
・
ラ
ブ
の
提
供
に
よ
り
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
用
の
苗（
ゴ
ー

ヤ
、
ユ
ウ
ガ
オ
、
フ
ウ
セ
ン
カ
ズ

ラ
な
ど
）
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

役
場
本
庁（
環
境
政
策
室
）、
内
子

分
庁
、
小
田
支
所
、
各
自
治
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎︎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

　

０
８
９
３
（
４
３
）
１
９
１
２

　kankyo-seisaku@
tow

n.  

　uchiko.ehim
e.jp

　
　

 28年度作品（うちこ園まごころカフェ）

□森林を購入する際、何か
役場への届け出が必要です
か（50代男性）
■売買や相続など新たに森
林を所有する場合、面積に
関係なく①「所有者届け出」
が必要です。また、10,000㎡
を超える場合には②「土地

売買契約の届け出」の提出
が必要です。（この場合、①
の届け出は不要です）

【問い合わせ】
産業振興課　
☎０８９３（４４）２１２３
総務課　政策調整班
☎０８９３（４４）６１５１

森林の購入に必要な届け出について

℻



　

図
書
館

　
へ

行
こ
う
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内子町図書情報館

〒７９１-３３０１
内子町内子３４２７番地
 ☎０８９３（４４）４１９８
　http://www.town.uchiko.
ehime.jp/library/
開館時間：　
午前９時30分～午後６時
休館日：月曜日・月末整理日・
年末年始

◎
ご
あ
い
さ
つ

　

一
日
も
早
く
、
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
て
る
司
書
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　
　

司
書
　
長
岡 

優ゆ
う
な奈

●
寄
附
の
お
知
ら
せ

　

宮
岡
弘ひ

ろ
あ
き明

様
よ
り
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
図
書
購
入
に
使
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
新
し
い
雑
誌
を
入
荷

▽「
ｎ

ニ

コ

ラ

ｉ
ｃ
ｏ
ｌ
ａ
」

▽
月
刊「
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
」

※
雑
誌
の
貸
出
冊
数
は
２
冊
、
貸
出

　

期
間
は
１
週
間
で
す
。

●
５
月
企
画
展
の
ご
案
内

《
郷
土
が
生
ん
だ
芸
術
家
》

▽「
五
七
五
で
楽
し
も
う
！
」

　

 

～
内
子
俳
友
会
～

  

文
学
講
座

▽
５
月
13
日
（
土
）

　
午
後
10
時
〜
11
時
30
分

▽
内
容 

「
と
り
か
へ
ば
や
物
語
」

　
を
読
む

▽
講
師
　
村
山
洋よ
う
こ子
さ
ん

  

お
は
な
し
会

▽
土
曜
日
・
午
後
２
時
〜

　
５
月
６
日
　
む
し
こ
ま
ど

　
　
　
13
日
　
む
し
こ
ま
ど

　
　
　
20
日
　
む
し
こ
ま
ど

　
　
　
27
日
　
ど
ん
ぐ
り
会

介紹書図着新 その他の新着情報はホームページをご覧ください。

♣一般図書 ♥児童図書

紙のピアノ
　　　　　　　　　  新堂冬樹／著

貧しさゆえに、いじめに遭っていた
ほのかは、町のピアノ教師に音楽の
才能を見いだされる。ピアニストを
目指して、コンクールに挑むが……

水の森の秘密
   　　　　　　　　　   岡田淳／作

ある日、地面から水が湧き出し、こ
そあどの森中が湖のようになってし
まった。原因を調べに行ったスキッ
パーたちが出会ったのは……

一日に一字学べば…
                                    桐竹勘十郎／著

内気な漫画家志望の少年だった著者
が、14歳で伝統芸能の人形浄瑠璃

「文楽」に入門。一人前の人形遣いに
成長するまでの50年を語る

きょうりゅうたちがけんかした
　　　　  ジェイン・ヨーレン／文

あーあ、けんかになっちゃった。恐
竜たちは、どうするの？　仲直りし
たいのに「ごめんね」が言い出せない
子どもたちに贈る絵本

健脚寿命を延ばして一生歩ける
体をつくる！　　  石部基実／著

股関節を健康に保ち、自分の脚でスタ
スタ歩ける「健脚寿命」を伸ばすため
の基本的な生活習慣について、股関節
のスーパードクターが解説

中学英語で日本を紹介する本
　　　　  デイビッド・セイン／著

英語で道案内する、外国人と一緒に
出掛ける、外国人を自宅へ招く……。
中学で習う単語や文法を活用した英
会話を紹介

ーー 29年度職員体制ーー

（左から）山本博
ひろあき

昭係長、小泉明
あきこ

子
館長、長岡優

ゆうな

奈司書、寺岡知
ち え

恵司書



HEARTFUL UTIA

事務局　内子分庁３階
☎ ０８９３（４４）２１１４
fax０８９３（４４）６１３７
　 http://utia.jp/

UTIA Uchiko  Town  International  Association

内子町国際交流協会の情報誌「ゆうてぃあ」
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５月のイベントを楽しもう！
参加者とスタッフを募集します

　当協会では、外国語指導助手（ＡＬＴ）や国際交流員
（ＣＩＲ）との交流を深めながら、国際交流に興味を持っ
てもらえるよう、さまざまなイベントに参加していま
す。５月は次のイベントに参加します。私たちと一緒に、
イベントを楽しみませんか。興味のある人は気軽にお問
い合わせください。

●いかざき大凧合戦
　今年も、いかざき大凧合戦にオリジナルの大凧で参加
します。在住外国人の皆さんの参加も大歓迎です。
▷日時　5月5日（金）　午後1時～ 3時
▷場所　豊秋河原 

●子どもフェスティバル
　「内子町子どもフェスティバル」では、毎年大人気の

「フェイスペインティング」を行います。絵の得意な人、
子どもが好きな人、国際交流に興味のある人など、一緒
に子どもフェスティバルを盛り上げませんか。
▷日時　５月20日（土）　午前９時～午後１時
▷場所　内子運動公園総合グラウンド
※雨天時：内子町共生館

Let's enjoy !

　ＡＬＴのイーチェンさんとゲームや工作を
して、楽しく英語で遊びます。英語が話せな
くても大丈夫なので、ぜひ参加してください。
●日時　５月14日（日）　　　　
　　　　午前10時30分～ 11時30分
●場所　内子自治センター（多目的ホール）

●参加費　500円
●対象　小学１～３年生
●定員　15人

次回は６月18日（日）に開催する予定です。
Facebookや各学校を通じてお知らせします。

英語であそぼう

国際交流協会のシンボルマークをかたどった凧

子どもたちのほっぺにお絵かき
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職　種 募集人数 勤務場所 必要な資格 賃金
運転手

（スクールバス） ２人 内子町役場
（または内子分庁）

大型二種免許
または大型一種免許

（日額）
7,050円　

伝統文化施設職員 １人 町内の伝統文化施設 特になし （月額）
14万6,100円

●採用職種、募集人員など

●任用期間　29年７月１日から９月30日（勤務
　成績が良好であれば更新可能）
●応募資格　次の⑴・⑵の条件を満たす人
⑴29年４月１日現在の年齢が18歳以上61歳未満
　の人（運転手は63歳未満）
⑵地方公務員法第16条各号のいずれにも該当し
　ない人
●勤務条件
▷勤務時間　午前８時30分～午後５時15分
※勤務体制は職場により異なります。
▷各種休暇、手当など有り
●採用試験
▷選考日　５月27日（土）

▷場所　内子町役場（詳細は後日通知します）
▷選考方法　面接
●応募方法　必要資格の写し（運転手のみ）・所
　定の申込書を提出
※申込書は総務課、内子分庁、小田支所、または
　内子町のホームページにあります。
●応募期間　５月８日（月）～ 19日（金）
【応募・問い合わせ】

〒７９５―０３９２
内子町平岡甲１６８番地
総務課　人事・給与係
☎０８９３（４４）６１５０
　http://www.town.uchiko.ehime.jp/

内子町臨時職員を募集します

行
っ
て
い
る
事
業
者
。

※
建
造
物
は
町
内
に
現
存
す
る
も
の

　

で
、
補
助
金
を
受
け
た
も
の
な
ど

　

は
対
象
外
で
す
。

●
応
募
方
法

　
　

推
薦
調
書
と
参
考
書
類
を
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。
調
書
は
総
務
課
、

　

産
業
振
興
課（
内
子
分
庁
内
）、
小

　

田
支
所
、
各
自
治
セ
ン
タ
ー
に
あ

　

り
ま
す
。

●
応
募
期
限　

5
月
31
日（
水
）

※
受
賞
団
体
の
表
彰
は
、
後
日
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
１

　

内
子
町
で
は
、
町
内
の
景
観
形
成

に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。

●
対
象

₁
啓
発
活
動
部
門

　

５
年
以
上
に
わ
た
り
、
自
主
的
か

つ
積
極
的
に
地
域
の
景
観
保
全
活
動

を
行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
。
ま
た

は
自
分
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
良
好

な
景
観
づ
く
り
に
関
す
る
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
。

₂
建
造
物
部
門

　

５
年
以
上
に
わ
た
り
、
良
好
な
景

観
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
建
造
物

な
ど
を
所
有
す
る
個
人
・
団
体
。

　

ま
た
は
地
域
の
特
性
や
環
境
に
配

慮
し
て
建
造
物
の
建
築
や
設
計
を

良
好
な
景
観
づ
く
り
を
顕
彰
す
る

「
内
子
町
景
観
ま
ち
づ
く
り
賞
」
を
募
集
し
ま
す

「泉谷棚田を守る会」が保全する棚田も受賞

27年度に建造物部門で受賞した愛媛銀行内子支店
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●
募
集
人
数　

２
人
程
度

●
活
動
内
容　

町
長
の
諮
問
に
応
じ

　

て
、
内
子
町
の
環
境
施
策
に
つ
い

　

て
意
見
を
答
申
し
ま
す
。

●
応
募
期
限　

５
月
26
日（
金
）

《
共
通
事
項
》

●
応
募
要
件　

平
日
の
昼
間
の
会
に

　

出
席
で
き
る
人

●
任
期　

１
年

●
応
募
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室　
　

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

　

内
子
町
の
環
境
保
全
や
ご
み
の
減

量
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、
意
見
や

提
案
を
行
う
各
種
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

《
ご
み
減
量
検
討
委
員
》

　

ご
み
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、

意
見
や
提
案
を
す
る
委
員
で
す
。

●
募
集
人
数　

10
人
程
度

●
内
容　

ご
み
の
収
集
方
法
な
ど
に

　

つ
い
て
年
４
回
程
度
、
意
見
交
換

　

な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
応
募
期
限　

６
月
15
日（
木
）

《
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
目

標
設
定
委
員
》

　

内
子
町
が
導
入
し
て
い
る
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

取
り
組
み
の
内
容
や
目
標
を
定
め
る

委
員
で
す
。

●
募
集
人
数　

５
人
程
度

●
内
容　

役
場
や
学
校
な
ど
の
環
境

　

に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

　

具
体
的
な
行
動
内
容
や
目
標
を
定

　

め
、
達
成
状
況
を
監
査
し
ま
す
。

　

年
７
日
程
度
の
活
動
で
す
。

●
応
募
期
限　

５
月
26
日（
金
）

《
内
子
町
環
境
保
全
審
議
会
委
員
》

　

内
子
町
の
良
好
な
環
境
を
つ
く

り
、
保
全
す
る
た
め
の
重
要
事
項
を

審
議
す
る
会
の
委
員
で
す
。

内
子
町
の
環
境
に
つ
い
て
考
え
る

各
種
委
員
を
募
集
し
ま
す

～国民年金保険料編③～

Ｑ：納付書はあるのですが、保険料を納め忘れ
　ました。どうしたらいいですか。
A：納付書の種類によっては、期限を経過して
　も保険料を納めることができます。
　　納付書には「納付期限」または「使用期限」
　と表示されています。「納付期限」の場合は、
　期限を経過しても期限から２年以内であれば
　その納付書で納めることができます。
　　「使用期限」の場合は、期限を経過すると使
　用することができません。
Q：「納付期限」を２年経過した場合は、どうし
　たらいいですか。
A：後納制度を利用することで保険料を納める
　ことができます。後納制度は過去５年以内に
　保険料の納め忘れがある人が、申し込みをす
　ることで保険料を納めることができる制度で
　す。保険料の一部免除された期間のうち、未

【問い合わせ】
○松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５
○住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２

　納となっている期間も対象となります。
　　後納制度で保険料を納めると、将来受け取
　る年金額が増えたり、年金の受給資格が得ら
　れる場合があります。後納制度は30年９月ま
　での時限措置です。

〈補足事項〉
▷「納付期限」までに保険料を納めないと障害　
　基礎年金などが受給できない場合があります。
▷過去３年度以前の後納保険料には、当時の保
　険料に加算額がつきます。

野村地区の景観

ねんきん　　＆
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　内子町は地震災害に備えるため、木造住宅の耐
震診断や耐震改修工事費用の補助を行っていま
す。また耐震診断の促進を図るため、耐震技術者
派遣事業も行っています。
　近い将来に発生すると予測されている南海トラ
フ巨大地震は、マグニチュード9.0の大地震となる
可能性があります。被害を最小限に抑えるために
も、積極的に補助制度を活用してください。
《木造住宅耐震診断・耐震改修補助》
●対象となる木造住宅
　次の⑴～⑺に該当する住宅
⑴昭和56年５月31日以前に着工された建物
⑵軸組工法で建てられた建物
⑶平屋または２階建ての住宅（併用住宅も含む）
⑷延べ床面積が500㎡以下の住宅
⑸耐震診断の結果、総合評点が1.0未満で、改修
　後1.0以上となる住宅
⑹リフォーム瑕疵保険に加入するもの

⑺耐震改修施工業者は内子町内の登録業者
※耐震診断のみの場合は⑴～⑷に該当する住宅
●補助の対象　対象住宅の所有者
●補助金の額

補助項目 補助限度額 補助率
耐震診断費  ４万円 ３分の２以内
耐震改修設計費 20万円 ３分の２以内
耐震改修工事 90万円 対象経費全額
監理費  ４万円 ３分の２以内

《木造住宅耐震診断技術者派遣事業》
　内子町から愛媛県建築士会木造住宅耐震診断
技術者派遣名簿に登載している耐震診断技術者
を派遣します。
※自己負担額は3,000円または9,720円です。
※詳しくは、お問い合わせください。
【申込・問い合わせ】
建設デザイン課　建築営繕係　
☎０８９３（４４）６１５７

最大118万円の補助で住まいを安全に――

木造住宅耐震診断・改修補助で地震に備えよう

●
補
助
の
対
象　

空
き
家
の
所
有
者

●
除
却
業
者　

町
内
で
建
設
業
の
許

　

可（
土
木
、
建
築
、
と
び
・
土
工
）

　

を
受
け
た
も
の
、
ま
た
は
解
体
工

　

事
業
の
登
録
を
受
け
た
も
の

●
補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
経
費
の
5
分
の
4
以
内

　
（
上
限
80
万
円
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

建
築
営
繕
係　

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
７

　

老
朽
化
し
た
空
き
家
は
地
域
の
住

環
境
な
ど
を
阻
害
し
、
大
地
震
の
際

に
は
倒
壊
し
て
避
難
路
な
ど
を
ふ
さ

い
で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
内

子
町
で
は
、
そ
の
よ
う
な
空
き
家
の

除
却
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し

て
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
空
き
家

▽
住
宅
の
不
良
度
判
定
に
よ
り
、
住

　

宅
の
不
良
度
が
１
０
０
以
上
と
判

　

断
さ
れ
た
空
き
家

▽
倒
壊
で
避
難
や
緊
急
輸
送
に
支
障

　

を
来
す
恐
れ
が
あ
る
空
き
家

老
朽
危
険
空
き
家
の
除
却
費
用
を
補
助
し
ま
す

●
申
込
方
法　

産
業
振
興
課
に
あ
る

　

申
請
用
紙
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、

　

同
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

29
年
度
の
申
請
は
１
回

　

ま
で
と
し
ま
す
。
な
お
29
年
度
か

　

ら
前
年
度
に
補
助
を
受
け
た
人
も

　

申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課　

林
業
振
興
係（
内
子

分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
３

　

内
子
町
で
は
、
野
生
動
物
か
ら
農

作
物
を
守
る
防
止
柵
の
設
置
に
対
し

て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
　
町
内
に
農
地
な
ど
を
所

　

有
し
、
防
止
柵
を
設
置
す
る
人

●
対
象
経
費　

防
止
柵
の
資
材（
電

　

気
牧
柵
、溶
接
金
網
、ネ
ッ
ト
な
ど
、

　

農
地
な
ど
へ
侵
入
を
防
ぐ
も
の
）に

　

対
す
る
費
用

※
有
刺
鉄
線
は
補
助
対
象
外
で
す
。

●
補
助
率　

防
止
柵
設
置
に
掛
か
る

　

資
材
費
の
２
分
の
１
以
内

※
補
助
金
の
限
度
額
は
５
万
円
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物
か
ら
農
作
物
を
守
ろ
う
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　屋根瓦を日本瓦葺きにする場合は、主要部材に
使用する町産材の補助額に10万円を加算します。
ぜひご検討ください。
※対象となる日本瓦は、釉薬瓦（陶器瓦）またはい
　ぶし瓦で、黒色または銀黒色。形状がＪＩＳ規
　格のＪ型（和形）のもの。
●木の家のいいこと――
▷木を使うと山や水を守ることにつながります。
▷町産材を使うと地域の活性化につながります。
▷自然素材ならではの温かみ、湿気を調整する機
　能や温かさを保つ効果があります。
【問い合わせ】
産業振興課　林業振興係（内子分庁内）
☎０８９３（４４）２１２３

　内子町では町産材の利用促進を図るため、町
産材を利用して住宅を新築する人に、主要部材
で使用する町産材１㎥につき２万8,000円（上限
70万円）を補助しています。ぜひご活用ください。
●対象となる住宅
　次の⑴～⑷を満たす住宅
⑴内子町内に在来工法で新築する１戸建て住宅 
　で、延べ床面積が66㎡以上
⑵柱材や梁など主要部材の70㌫以上に町産材
　を利用し、町内の製材所や工務店などを利用
　して建てること
⑶内子町が定める「景観まちづくり条例」、「景
　観形成基準」に適合していること
⑷屋根材の配色が黒色または銀黒色を基調とし
　ていること

――内子町産材を使って建てた住宅に「最大70万円」の補助――

木の家は「いいこと」たくさん

●さらに「10万円の補助」

▽
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
／

　

農
業
者
、
集
落
営
農

▽
米
の
直
接
支
払
交
付
金
／
生
産
調

　

整
を
達
成
す
る
農
業
者
、集
落
営
農

※
内
子
町
の
29
年
産
米
の
生
産
数
量

　

目
標
は
昨
年
の
配
分
を
下
回
る
、

　

２
９
９
㌶
で
す
。

※
米
の
直
接
支
払
交
付
金
は
今
回
が

　

最
後
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
限　

６
月
30
日（
金
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

○
産
業
振
興
課 

農
村
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

○
小
田
支
所　

産
業
建
設
係

☎
０
８
９
２
（
５
２
）
３
１
１
１

　

食
料
自
給
率
・
自
給
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、
麦
や
大
豆
、
飼
料
用
米

な
ど
へ
の
作
付
転
換
を
促
す
と
と
も

に
、
特
色
あ
る
作
物
を
生
産
す
る
販

売
農
家
を
支
援
し
ま
す
。
交
付
金
ご

と
に
要
件
や
対
象
作
物
が
異
な
り
、

受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

●
主
な
対
象
作
物

①
米
、
麦
、
大
豆
、
そ
ば

②
水
田
の
場
合
は
①
に
加
え
、
非
主

　

食
用
米
や
野
菜
な
ど

●
主
な
交
付
金
／
対
象
者

▽
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
、

　

米
・
畑
作
物
の
収
入
減
少
影
響
緩

　

和
交
付
金
／
認
定
農
業
者
、
集
落

　

営
農
、
認
定
新
規
就
農
者

販
売
農
家
の
皆
さ
ん
「
経
営
所
得
安
定
対
策
等

交
付
金
」
の
申
請
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

※
受
け
付
け
は
先
着
順
で
、
定
員
に

　

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
傍
聴
者
は
意
見
交
換
に
は
参
加
で

　

き
ま
せ
ん
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
７
９
８
―
８
５
１
１

宇
和
島
市
天
神
町
７
番
１
号

☎
０
８
９
５
（
２
２
）５
２
１
１

ＦＡＸ
０
８
９
５
（
２
５
）
３
７
２
４

●
日
時　

６
月
29
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
５
時

●
場
所　

内
子
町
共
生
館

●
内
容　
「
愛
顔
あ
ふ
れ
る
愛
媛
づ
く
り
」

●
定
員　

50
人

●
申
込
方
法　

郵
便
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ

　

で
申
し
込
め
ま
す
。住
所
・
氏
名
・

　

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

６
月
26
日（
月
）

「
知
事
と
み
ん
な
の
愛
顔
で
ト
ー
ク
」
傍
聴
者
募
集



くらしの情報

●
主
催　

内
子
町
文
化
協
会
内
子
支
部

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
０
７
３

《
健
康
講
座
（
調
理
実
習
と
講
話
）》

●
日
時　

５
月
16
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
テ
ー
マ
／
講
話　

簡
単
に
作
れ
る

　

朝
食
／
食
育
に
つ
い
て

●
定
員　

先
着
15
人

●
参
加
費　

１
人　

３
０
０
円

●
持
参
す
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、
頭
巾

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時　

６
月
５
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
参
加
費　

無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

●
募
集
内
容

　

愛
媛
県
職
員
採
用
候
補
者（
上
級
）

●
一
次
試
験　

▽
期
日　

６
月
25
日（
日
）

▽
場
所　

松
山
、
東
京
、
大
阪
の
い

　

ず
れ
か
で
受
験
可
能

※
受
験
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳

　

し
く
は
愛
媛
県
職
員
採
用
情
報
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

試
験
案
内
は
５
月
12
日（
金
）か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http
s://w

w
w

.p
ref.ehim

e.jp
/

 　

em
ploym

ent/

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
８
２
６

　

歌
や
踊
り
、
和
楽
器
演
奏
な
ど
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
21
日（
日
）正
午
～

●
場
所　

内
子
座

●
入
場
料　

無
料

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
交
通
安
全
協
会（
大
洲
警
察
署

内
子
交
番
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
６

　　

運
動
や
食
事
の
習
慣
を
見
直
し
、

骨
や
筋
肉
の
衰
え
を
予
防
す
る
方
法

が
学
べ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
25
日
～
８
月
17
日

※
毎
週
木
曜
日
、
全
13
回
予
定
。

●
場
所　

町
民
会
館

●
対
象　

40
～
64
歳
の
人

●
内
容　

ロ
コ
モ
予
防
の
運
動
、
ロ

　

コ
モ
度
テ
ス
ト
、
調
理
実
習
他

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
期
限　

５
月
22
日（
月
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

地
域
医
療
・
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
５

●
募
集
人
数　

１
人

●
採
用
期
間　

６
月
１
日
～
30
年
８

　

月
31
日（
再
任
用
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
応
募
資
格　

次
の
⑴
～
⑸
い
ず
れ     

　

に
も
該
当
す
る
人

⑴
内
子
町
内
に
在
住
す
る
人

⑵
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
、
18
歳

　

以
上
、
58
歳
未
満
の
人

⑶
普
通
自
動
車
免
許
を
所
有
し
、
パ

　

ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
人

⑷
地
方
公
務
員
法
第
16
条
各
号
の
い

　

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
人

⑸
色
盲
で
な
い
こ
と

●
業
務
内
容　

運
転
免
許
に
関
す
る

　

事
務
処
理
な
ど

●
勤
務
条
件
な
ど

▽
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▽
休
日　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年

　

末
年
始

▽
賃
金　

日
額
６
９
５
０
円

※
各
種
保
険
有
り

●
申
込
方
法　

履
歴
書
お
よ
び
運
転

　

免
許
証
の
写
し
を
持
参
。

●
申
込
期
限　

５
月
15
日（
月
）

※
選
考
時
期
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

集

募

し

催

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

「
ロ
コ
モ
予
防
運
動
教
室
」

愛
媛
県
職
員
を
募
集
し
ま
す

内
子
町
文
化
協
会
内
子
支
部

「
合
同
芸
能
発
表
会
」

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

ロコモ予防運動で健康に

内
子
交
通
安
全
協
会
臨
時
職
員

踊りを披露する子どもたち
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●
内
容　

笠
取
山（
標
高
１
５
６
２

　

㍍
）尾
根
の
散
策（
約
１
・
２
㌔
）。

※
ガ
イ
ド
が
案
内
し
ま
す
。

●
参
加
費　

１
５
０
０
円

　

笠
取
山
の
尾
根
は
比
較
的
な
だ
ら

か
で
、
散
策
も
楽
し
め
ま
す
。
ツ
ル

ギ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
真
っ
赤
な
花
と

山
頂
か
ら
の
３
６
０
度
の
絶
景
を
眺

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

▽
５
月
24
日（
水
）　

定
員
20
人

▽
５
月
28
日（
日
）　

定
員
20
人

　

午
前
８
時
～
午
後
３
時
30
分

※
雨
天
中
止

●
集
合　
Ｊ
Ｒ
内
子
駅
、
内
子
分
庁

※
現
地
ま
で
は
バ
ス
移
動

１
５
６
２
㍍
の
笠
取
山
で

ツ
ツ
ジ
の
尾
根
を
歩
こ
う

　
（
保
険
料
、
案
内
料
他
）

●
参
加
者
が
準
備
物
す
る
も
の

　

弁
当
、
歩
き
や
す
い
服
装（
長
ズ

　

ボ
ン
）、運
動
靴
、帽
子
、タ
オ
ル
、

　

雨
具
、
飲
み
物

※
60
㌢
程
度
の
高
さ
ま
で
伸
び
た
笹

　

原
の
中
を
歩
き
ま
す
。

●
申
込
期
限　

５
月
19
日（
金
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
役
場
小
田
支
所

☎
０
８
９
２
（
５
２
）
３
１
１
１

　　

小
田
深
山
は
春
の
新
緑
が
輝
く
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
自
然
の
中
で
楽

し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

６
月
18
日（
日
）

　

午
前
９
時
45
分
～
（
受
け
付
け
は

　

午
前
９
時
か
ら
）

春
の
せ
ん
の
森
の
日

「
小
田
深
山
ウ
ォ
ー
ク
」

●
集
合
場
所　

廻
り
岩
キ
ャ
ン
プ
場

　
（
深
山
荘
近
く
）

●
内
容　

県
道
な
ど
約
14
㌔
の
コ
ー

　

ス
を
歩
き
ま
す
。

●
参
加
費　

高
校
生
以
上
５
０
０
円

●
申
込
期
限　

６
月
９
日（
金
）

●
そ
の
他　

弁
当
の
申
し
込
み
を
受

　

け
付
け
ま
す
。（
１
個
５
０
０
円
）

●
主
催　

小
田
深
山
イ
ベ
ン
ト
実
行

　

委
員
会

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
役
場
小
田
支
所

☎
０
８
９
２
（
５
２
）
３
１
１
１

●
日
時　

６
月
10
日（
土
）

▽
昼
の
部　

午
後
１
時
～

▽
夜
の
部　

午
後
５
時
15
分
～

●
場
所　

森
文「
旭
館
」

●
内
容　

八
名
信
夫
さ
ん
の
舞
台
あ

　

い
さ
つ
、『
お
や
じ
の
釜
め
し
と
編

　

み
か
け
の
セ
ー
タ
ー
』『
健
さ
ん
』

　

の
上
映

●
観
覧
券　

１
５
０
０
円

●
協
賛　

内
子
町
他

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】

○
白
波
会（
か
つ
盛
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
７
８
８

○
森
文
醸
造
㈱

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
０
５
７

美しい尾根の散策で気分爽快

八
名
信
夫
さ
ん
が
舞
台
あ
い

さ
つ
「
映
画
祭
２
０
１
７
」

澄んだ空気を味わいながらの散策

●日時　５月27日（土）午後１時
●場所　城の台公園
●入場料　高校生以上1,000円（前売り800円）
●チケット購入　愛媛マンダリンパイレーツ内子
　後援会、内子町教育委員会 自治・学習課（内子
　分庁）、各自治センター
【問い合わせ】
内子町教育委員会 自治・学習課
☎０８９３（４４）２１１４

愛媛マンダリンパイレーツ公式戦
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●
申
込
期
限　

５
月
31
日（
水
）　

※
詳
し
く
は
愛
媛
県
庁
公
式
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
広
報
広
聴
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
２
４
３

　

https://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/

　

大
洲
土
木
事
務
所
で
は
、
草
刈
り

で
生
じ
る
刈
草
を
希
望
者
に
提
供
し

て
い
ま
す
。
畑
や
果
樹
園
の
敷
き
草
、

た
い
肥
の
原
料
、
畜
産
用
の
飼
料
な

ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
提
供
期
間　

６
月
～
９
月
上
旬
の

　

予
定（
希
望
者
を
受
付
中
）

●
提
供
方
法　

各
所
の
仮
置
き
場
へ

　

受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

⑴
刈
草
の
運
搬
は
、
原
則
と
し
て
希

　

望
者
に
お
願
い
し
ま
す
。

⑵
刈
草
は
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
提

　

供
し
ま
す
。

⑶
先
着
順
に
、
刈
草
が
な
く
な
り
次

　

第
終
了
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

大
洲
土
木
事
務
所

☎
０
８
９
３
（
２
４
）５
１
２
１

○
道
路
課
道
路
第
二
グ
ル
ー
プ

○
河
川
港
湾
課
河
川
港
湾
グ
ル
ー
プ

　
「
絵
で
見
て
分
か
る
楽
し
い
Ｅ
Ｔ

Ｃ
現
地
説
明
会
」を
開
き
ま
す
。

●
日
時　

５
月
25
日（
木
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

内
子
五
十
崎
イ
ン
タ
ー

●
募
集
人
数　

15
人

●
応
募
資
格　

65
歳
以
上
で
運
転
免

　

許
証
を
持
っ
て
い
る
人

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本　

内
子
五
十
崎

料
金
所

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
５
０
８

　

愛
媛
県
庁
本
館
内
で
、
結
婚
式
を

挙
げ
る
カ
ッ
プ
ル
を
募
集
し
ま
す
。

●
挙
式
日　

11
月
19
日（
日
）

●
募
集
人
数　

１
組
程
度

●
内
容　

河
原
専
門
学
校
の
学
生
が 

　

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
結
婚
式
を
県

　

庁
本
館
内
で
挙
行

●
会
場
使
用
料　

無
料（
挙
式
に
要

　

す
る
費
用
は
自
己
負
担
）

知

ら

せ

お歴
史
あ
る
愛
媛
県
庁
本
館
で

結
婚
式
を
挙
げ
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
世
代
も
安
全
に

高
速
道
路
利
用
の
説
明
会

刈
草
を
提
供
し
ま
す

よんでんアンサンブル　コンサート　　音楽で世界旅行

●日時　５月21日（日）午後２時～（開場
　午後１時30分）
●場所　内子町文化交流センタースバル
●内容　ラプソディー・イン・ブルー／ア
　ヴェ・マリア／ツィゴイネルワイゼン他
●チケット制　全席自由　１人500円
　　　　　　　　　　　（高校生以下無料）

●チケット販売　内子町文化交流センター
　スバル、内子町内の各自治センター
●主催　内子町教育委員会
●助成　公益財団法人よんでん文化振興財団
【問い合わせ】
内子町文化交流センタースバル
☎０８９２（５２）３１１７

森 みどり 杉本 成
な る み

美原瀬 万
ま り こ

梨子 松本 彩
あや

木藤 麻
ま い こ

衣子
マリンバ ピアノヴァイオリン ハープ フルート
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コ
ン
サ
ー
ト
in
愛
媛
」の
観
覧
希
望

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

７
月
19
日（
水
）
午
後
５

　

時
30
分
開
場

●
場
所　

松
山
市
民
会
館

●
入
場
料　

無
料（
た
だ
し
事
前
に

　

申
込
が
必
要
）

●
応
募
要
領　

次
の
要
領
で
作
っ
た

　
『
返
信
用
封
筒
』を
同
封
し
、
申
込

　

先
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

《
表
面
》　

　

82
円
切
手
を
貼
り
、
自
身
の「
郵

　

便
番
号
」「
住
所
」「
氏
名
」を
記
入

《
裏
面
》　

　
「
必
要
な
チ
ケ
ッ
ト
枚
数（
２
枚
ま

　

で
）」「
年
齢
」「
性
別
」を
記
入

※
車
い
す
の
人
は「
車
い
す
席
希
望
」

　

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　

　

〒
７
９
０
―
０
０
０
３

　

松
山
市
三
番
町
８
丁
目
３
５
２
―

　

１（
自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部

　

内
）「
第
37
回
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー

　

ト
in
愛
媛 

支
援
委
員
会
」係

●
応
募
期
限　

6
月
26
日（
月
）

●
当
落
通
知　

申
込
多
数
の
場
合
は

　

抽
選
を
行
い
ま
す
。
当
選
結
果
は

　

発
送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し

　

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部
広
報
室

☎
０
８
９
（
９
４
１
）
８
３
８
１

　

き
ま
す
。

●
応
募
期
限　

７
月
31
日（
月
）

●
賞
金　

知
事
賞
な
ど
の
最
高
賞
は

　

10
万
円
。
高
校
生
以
下
は
図
書
券

　

を
贈
呈
し
ま
す
。

※
詳
し
い
応
募
方
法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/h12200

　

/88syuunen/kekkonnshiki.htm
l

《
エ
ピ
ソ
ー
ド
部
門
》

自
信
の
体
験
に
基
づ
く
内
容
で
あ
れ

ば
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問
で
す
。

●
募
集
部
門　

一
般
、
高
校
生
以
下

　

の
２
部
門

●
応
募
規
定　

日
本
語
で
８
０
０
字

　

以
内（
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）

《
写
真
部
門
》

　

ジ
ャ
ン
ル
は
不
問
で
す
が
、応
募
者

本
人
が
撮
影
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
募
集
部
門　

小
学
生
、
中
学
生
、

　

高
校
生
、
一
般
の
４
部
門

●
応
募
規
定 　

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
デ
ー
タ

　

で
提
出（
紙
媒
体
は
不
可
）

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
９
７
２

　

自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部
は
、

海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊「
ふ
れ
愛

隆り
ゅ
う
じ司
さ
ん
＝
河
内
５
＝
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
法

に
基
づ
き
委
嘱
さ
れ
た
、
私
た
ち
の

ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
相

談
は
無
料
で
、
内
容
な
ど
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。
暮
ら
し
の
中
で

悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど
が
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
山
本
さ
ん
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
す
る
こ

　

と
の
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、

　

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

　

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課　

人
権
対
策
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
２

　

愛
媛
県
で
は「
愛
」
と「
笑
顔
」が

結
ば
れ
て
生
ま
れ
た「
愛
顔
」の
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
共
通
事
項
》

●
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募
で

　

６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
で
す
。
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
同
日
、
松
山
地
方
法
務
局
と
愛
媛

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が「
人
権

擁
護
委
員
の
日
12
時
間
電
話
相
談
」

を
行
い
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
、
無

料
で
相
談
で
き
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

６
月
１
日（
木
）
午
前
９

　

時
～
午
後
９
時

●
電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０
（
３
２
５
）
１
１
０

※
携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可
能
。

●
相
談
内
容　

差
別
待
遇
、
暴
行
、

　

虐
待
、
体
罰
、
い
じ
め
、
プ
ラ
イ

　

バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
、
人
権
問
題

　

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

●
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
お

　

よ
び
法
務
局
職
員

【
問
い
合
わ
せ
】

松
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
８
９
（
９
３
２
）５
７
９
８

　

法
務
大
臣
か
ら
４
月
１
日
、
内
子

町
の
新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に
山
本

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

12
時
間
電
話
相
談
を
開
設

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
で
す

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

愛え

が

お顔
あ
ふ
れ
る
感
動
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
写
真
を
募
集

海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊

「
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト
in
愛
媛
」



お元気ですか

広報うちこ   2017. 5 30

第２次内子町健康づくり計画

●母子保健

日 時間 場所 対象

１（木）午前９時30分
  ～ 10時30分 小田保健センター

２カ月児
～

１歳６カ
月児

２（金）午前９時30分
  ～ 11時 内子保健センター

６（火）午前９時30分
  ～ 10時30分 五十崎保健センター

育児相談

日 受付時間 場所 対象

７（水）午後１時
    ～１時15分

内子
保健センター

26年４・５月
生まれ

３歳児健康診査

日 受付時間 場所 対象

９（金）午後１時
     ～１時15分

内子
保健センター

27 年 10・11 
月生まれ

１歳６カ月児健康診査

【申込・問い合わせ】
地域医療・健康増進センター（保健センター）
☎０８９３（４４）６１５５

●成人保健

月の健康カレンダー６

日 受付時間 場所 対象

16（金）午前９時30分
  ～ 10時

内子
保健センター

28年４・５月
生まれ

１歳Ｃ
か む

ｏｍｅかむ教室（むし歯予防教室）

日 時間 場所

20（火）
午前９時～ 10時 論田自治会館

午後１時～  ２時 立川自治会館

21（水）
午前９時～ 10時 和田自治会館

午後１時～  ２時 川登自治会館

22（木）
午前９時～ 10時 河内自治会館

午後１時～  ２時 石畳自治会館

26（月）午前８時30分～ 10時 大瀬小学校（※１）

27（火）
午前８時30分～ 10時 立川小学校（※１）

午後１時～  ２時 御祓自治会館

29（木）
午前９時～ 10時 村前自治会館

午後１時～  ２時 程内自治会館

特定健診・大腸がん検診・肺がん検診・前立腺がん検
診・肝炎検診・（胃がん検診・腹部超音波検診）

※１「胃がん検診」と「腹部超音波」は26（月）、27（火）
　　の会場のみで行います。
◎まだ申し込みをしていない人は、地域医療・健康増
　進センターにお申し込みください。
◎申し込みした人には、６～７月に詳しい検診の案内  
　と問診票などを送ります。

　内子町では 19 年度に策定した「内子町健康づ
くり計画」をもとに、健康づくりに取り組んでい
ます。29 年３月には「第２次内子町健康づくり
計画」を新しく作りました。
　38 年度までの 10 カ年計画で、「キラリと光る
笑顔で自分らしく暮らせるまちうちこ｣ という基
本理念に基づき、４つの「基本的な方向」を設定
しています。
●設定した「基本的な方向」
①健康寿命を伸ばす

②生活習慣病の発症予防と重症化予防

③社会生活を営むために必要な機能の向上

④生活習慣の改善

　健康づくりは、地域や行政も協働して取り組み

ますが、一人一人が健康づくりの方法や大切さを
知り、主体的に取り組むことが重要です。
　５月に「第２次内子町健康づくり計画」の概要
版を各世帯に配布します。ライフスタイルごとの
行動目標を掲げていますので、自身やご家族の健
康づくりの参考にして、できることから取り組み
ましょう。

「第２次内子町
健康づくり計
画」の説明（左）
各家庭に配布す
る概要版（右）



人のうごき

日 病院名 電話番号
月・火 市立大洲病院 0893（24）2151
水 加戸病院 0893（44）5500

木
日中：大洲記念病院 0893（25）2022
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

金・土・日 大洲中央病院 0893（24）4551

●救急病院

（敬称略／３月６日～４月５日届出分）
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日時：15（木）・29（木）の午前10時～午後３時30分
場所：内子自治センター　※出張相談は予約制です。
予約・問い合わせ：松山西年金事務所
　　　　　　　　　☎089（925）5110

●年金１日相談

日時：13（火）の午前９時30分～正午
場所：町民会館／内子分庁／林業センター
問い合わせ：総務課　☎0893（44）6150

●行政相談

日時：13（火）の午前９時30分～正午
場所：内子分庁
※前日までに電話でお申し込みください。
問い合わせ：内子町社会福祉協議会　☎0893（44）3820

●心配ごと相談

月の相談日・救急当番医6

日 医院名 電話番号
４（日）山下小児科（西予市） 0894（62）6801

11（日）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199

18（日）ごとう小児科（大洲市） 0893（23）0510

25（日）ごうお小児科医院（大洲市） 0893（24）3936

●小児在宅当番医

※けがなどの外科治療は、救急病院をご利用ください。

日時：１（木）の午前９時30分～正午
場所：五十崎自治センター
問い合わせ：住民課　☎0893（44）6152

●人権相談

●おくやみ●うぶごえ ―♣男の子 ♥女の子―

入江　豊子（103）内子３
中川　　清（83）内子３
本川ミツ子（86）内子５
久保　佐市（87）内子６
高橋　末男（92）内子19第1
篠﨑マサ子（94）護国
山岡フミコ（94）富中
亀沖　智子（87）本町３
奥平　福満（89）池田
　地　　明（81）立川中央
宮内　　榮（88）川中２
山田　カメ（92）立川袋口
尾形　勇夫（83）立川袋口

泉　　敏行（88）下立山
髙石　万造（76）石畳９
増田　ハル（99）黒内坊
中野　保子（95）妙見町
源　角太郎（97）八代
西田　　稔（90）古田
井上トヨコ（98）天地
小川アサミ（98）岡第２
宮下トミヱ（92）上宿間
崎野　富子（91）福岡
黒田　育美（65）立石
坂本喜代知（90）恩地
松永　淳子（84）小田下

●たかさご

　下野　拓馬
　渡邉　彩乃
　野地　宏鷹
　上田　春奈
　宮岡　悠二
　𠮷川美由紀
　森田　将慶
　栗田　梨緒

診療科目 診療時間

内科
○平日・土曜日：午後８時～ 11時
○日曜日・祝日：午前９時～午後６時

●大洲喜多休日夜間急患センター     ☎0893（23）1156

♥高松　美
み こ

呼　　　　　内子13

♥冨永　すず　　　　　内子13

♣大川　一
いっせい

成　　　　　内子15

♥髙岡　奈
な お

桜　　　　    内子18第1

♥狩野　凪
なぎさ

咲　　　　　内子18第1

♣宇都宮幸
こうすけ

佑　　　　　内子19第2

♥山本　紘
ひろな

菜　　　　　松尾

♣宇田　好
こうき

輝　　　　　松尾

♥西岡　一
いちは

華　　　　　松尾

♥光井　万
ま え

笑　　　　　田中

♣山本　晟
せいや

也　　　　　宮原

克明
渚
孝徳
望未
拓郎
絵梨
雄太
菜月
友洋
佳美
幸大
香織
哲雄
光沙
佳嗣
加代子
卓也
彩
孝三
直美
康平
絵梨子

●まごころ銀行　皆様から寄付をいただきました。心から 
     お礼申し上げます。　　　　　　内子町社会福祉協議会

本川　久雄様（内子５）
木下　照雄様（内子18第1）
宮岡　弘明様（富長）
山田　　傳様（立川袋口）
小泉　藤雄様（下立山）
泉　　俊路様（論田3）
髙石　静惠様（石畳9）
谷口美智子様（上村）

西田　定生様（古田）
髙岡　光重様（平成）
宮内　和廣様（東沖）
宮下　　孝様（上宿間）
久保德太郎様（下宿間）
金元　善昭様（藤社）
酒口　　強様（宮原）
吉木　道昌様（中通り）

●まちの人口
29年４月１日現在

（　）内は前月比

人口
17,002人（△111）

世帯数
  7,177戸（△ 18）

 男性 8,130人（△ 69）

 女性 8,872人（△ 42）
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町内無線放送が聞き取れなかった
場合はお電話ください。

通話料無料の
フリーダイヤル
☎０１２０（４４）２１３０

編
集
　 

記
幸

発
行

／
内

子
町
　

〒
795-0392  愛

媛
県

喜
多

郡
内

子
町

平
岡

甲
168番

地
☎

 ０
８

９
３（

４
４

）２
１１１（

代
）／

fax （４
４

）４
３

０
０

　
 http

://w
w

w
.tow

n.uchiko.ehim
e.jp

　
 info-uchiko@

tow
n.uchiko.ehim

e.jp

内
子

分
庁
　

〒
791-3392  内

子
1515

番
地

☎
０

８
９

３（
４

４
）２

１１２（
代

）／
fax（

４
４

）６
１３

５
小

田
支

所
　

〒
791-3592  小

田
81

番
地

☎
０

８
９

２（
５

２
）３

１１１（
代

）／
fax（

５
２

）２
３

０
３

U
C
H
IK
O

広
報
う
ち
こ

髙尾　美
みづき

月さん（内子高等学校２年）＝内子19第2＝

不安と緊張も成長の糧にして――
全国高等学校選抜大会で準優勝

◎集中力を高めて標的に向かう髙尾さん。内子高校内の射撃場で

　
「
第
36
回
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競

技
選
抜
大
会
」が
３
月
26
日
、
神
奈
川
県
伊
勢

原
市
で
開
か
れ
、
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
少
年
女
子

40
発
に
出
場
し
た
髙
尾
美
月
さ
ん
が
見
事
、
準

優
勝
し
ま
し
た
。

　
「
目
標
だ
っ
た
３
位
以
内
に
入
れ
て
う
れ
し

い
」と
喜
び
を
か
み
し
め
る
髙
尾
さ
ん
。「
四
国

選
抜
大
会
前
は
調
子
が
悪
く
記
録
が
伸
び
な

か
っ
た
の
で
、
不
安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
」と
胸
の
内
を
明
か
し
ま
す
。
尊
敬
す
る
小

西
ゆ
か
り
コ
ー
チ（
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
）

か
ら「
自
分
の
中
に
い
る
自
分
を
し
っ
か
り
と
感

じ
る
こ
と
が
大
事
」と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

て
、
気
持
ち
が
落
ち
着
い
た
そ
う
で
す
。
そ
し

て
予
選
で
は
自
己
ベ
ス
ト
で
３
位
。
続
く
フ
ァ

イ
ナ
ル
で
は
、
途
中
で
１
位
に
上
が
る
な
ど
、

白
熱
し
た
優
勝
争
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
最
後

の
１
発
を
ミ
ス
し
て
し
ま
い
、
優
勝
は
逃
し
ま

し
た
が「
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
拍
手
と

歓
声
に
緊
張
し
た
。
で
も
、
あ
の
緊
張
感
を
経

験
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
」と
前
向
き
で
す
。

　

愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
の
予
選
が
５
月
か

ら
始
ま
る
こ
と
に
触
れ「
ま
ず
予
選
で
勝
つ
こ

と
が
必
要
。
選
抜
大
会
で
見
え
た
課
題
を
１
つ

１
つ
ク
リ
ア
し
て
、
自
分
の
射
撃
を
完
成
し
て

臨
み
た
い
。
目
標
は
え
ひ
め
国
体
で
優
勝
す
る

こ
と
」と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
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▽
４
月
か
ら
広
報
係
の
担
当

と
な
り
ま
し
た
曽
根
航
也
で

す
。
自
身
初
の
異
動
は
「
初

物
」
づ
く
し
。
初
の
一
眼
レ

フ
に
初
取
材
、
初
編
集
と
悪

戦
苦
闘
。
担
当
者
に
受
け
継

が
れ
る
「
前
の
号
よ
り
も
い

い
広
報
紙
を
」
の
思
い
で
、

キ
ラ
リ
と
光
る
内
子
の
魅
力

を
お
届
け
し
ま
す
（
航
）

▽
一
度
は
特
集
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
「
凧
合
戦
」。
開

催
時
期
と
の
兼
ね
合
い
で
た

め
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当

日
も
配
布
す
る
と
い
う
作
戦

で
実
現
し
ま
し
た
。
五
十
崎

地
域
に
根
付
く
凧
文
化
の
魅

力
が
、
少
し
で
も
伝
わ
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
（
裕
）

住
人
十
色

第 

95 

回




